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公立浜坂病院改革プラン 

 

１．浜坂病院の現状 

   公立病院は、地域における基幹的な公的医療機関として、地域医療の確保のために

重要な役割を果していますが、全国に設置されている約 1,000 の公立病院をめぐる状

況は、近年、損益収支をはじめとする経営状況が悪化するとともに、新医師臨床研修

制度の施行を契機に地域医療に係る医師不足が深刻化し、診療体制の縮小を余儀なく

されるなど、その経営環境や医療提供体制の維持が極めて厳しい状況となっています。 

   浜坂病院においても、これまで兵庫県あるいは大学医局等から医師派遣について要

請を行っているものの、医師確保が困難な状況となっており、特に常勤医師は減尐し

ています。常勤医師の減尐を、大学応援医師等の非常勤医師で対応し、診療科の縮小

を抑制しているものの、眼科、小児科などは休診となっています。 

 

 【常勤医の推移】                        （単位：人） 

 １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 

内科 ３ ３ ３ ３ ３ １ 

外科 ３ ３ ３ ２ ２ ２ 

整形外科 ２ ２ ０ ０ ０ ０ 

小児科 １ １ ０ ０ ０ ０ 

耳鼻咽喉科 １ １ ０ ０ ０ ０ 

眼科 １ ０ ０ ０ ０ ０ 

麻酔科 ０ ０ ０ １ １ １ 

年度末医師数 １１ １０ ６ ６ ６ ４ 

 

   患者数については、医師の減尐に伴い、診療科の縮小、さらに運用病床数を削減し

たこともあって、入院・外来とも減尐傾向が続いています。平成１８年４月から５５

床運用とし、平成２０年３月からは７０床運用としたものの、平成２１年２月からは

医師が減尐したこともあって再度５５床の運用として現在にいたっています。 

 

 【入院・外来患者数推移】                    （単位：人） 

  １５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 

入院 30,694 28,747 20,783 16,265 17,765 18,567 

外来 64,282 62,578 45,458 37,283 37,529 36,744 

 合計 94,976 91,325 66,241 53,548 55,294 55,311 

 



 

   経営状況については、病院事業で平成１６年度においては約３３百万円の純損失が

平成１９年度には約１３５百万円の純損失となり、さらに附帯事業を含めた会計全体

で約６０百万円の不良債務が発生するなど、大変厳しい状況となっています。 

   ※別紙、参考資料Ｐ１６ 年度別病院事業決算 収益的収支の状況表参照 

   また、「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行に伴い、平成２０年度決

算から普通会計に企業会計等を含めた地方自治体全体の財政状況を把握して、財政の

健全化を図ることとされたこともあって、本町の財政運営全体の観点からも、一層の

健全経営が求められることとなっています。 

   このように、他の公立病院と同様に浜坂病院においても、医師不足とともに診療科

の縮小など医療機能の低下、医師の過重労働、患者数の減尐、収益の減尐の連鎖によ

り、経営が悪化してきています。 

 

２．改革の必要性 

   現状を踏まえ、公立病院が今後とも地域において必要となる医療を安定的かつ継続

的に提供していくためには、これまでの取り組みに加えて抜本的な改革の実施が避け

て通れない課題となっています。 

   病院改革の目的は、改革を通じて公・民の適切な役割分担の下、本町において必要

な医療提供体制の確保を図ることとし、具体的には、本町の担うべき医療を適切に実

施していけるよう必要な医療機能を整備するとともに、経営の改革を進め、持続可能

な病院を築き上げることにあります。 

 

３．改革プランの内容 

（１）対象期間  

   プランの対象期間は、経営の効率化について数値目標の達成状況が毎年明らかにな

るため、その結果を評価することが可能であることから比較的短めの平成２３年度ま

でとしますが、２年経過時点で数値目標の達成が著しく困難と判断した場合は、プラ

ンの抜本的見直しを行うこととします。 

（２）公立病院として果すべき役割 

   浜坂病院の果すべき役割については、公立浜坂病院医療体制検討委員会において平

成１９年２月に策定された「公立浜坂病院医療体制大綱」及び但馬の医療確保対策協

議会においてとりまとめられた方針（平成１９年２月）を踏まえ、以下のとおりとし

ます。 

・ 新温泉町の中核病院として、一次医療はもとより二次医療、救急医療などの部門を

担いつつ、地域の医療提供、医療水準の向上に引き続き努めます。 

・ 勤務医の定着と新規医師確保の施策を行い、住民の安心、安全を確保します。 

・ 今後の地域医療は、高齢社会に対応できる医療体制の構築が重要です。現在、浜坂



 

病院の医療体制は、病院、介護老人保健施設、訪問看護ステーション、居宅介護支

援事業所が一体的となっており、すでに高齢者医療施設が整っています。これら４

事業を効率的かつ効果的に連携することにより、町民の期待する在宅医療も含めた

高齢者医療を引き続き提供していきます。 

・ 保健、福祉との連携のもと、町民の安全と安心を総合的に向上させるよう努めます。 

・ 浜坂病院は、医師確保が困難な状況を踏まえ、初期治療・二次救急の一部を受け持

つ機能とし、手術等の特殊医療、高度医療は但馬の拠点病院あるいは近接する鳥取

県の医療機関に繋げる機能を保持します（病病連携）。 

・ 町内診療所及び開業医との連携を強化します（病診連携）。そのことにより、地域

の医療機関とのネットワークによる医療体制の確立を図ります。 

・ 本町の高齢化に対応するため、通院・通所等施設へのアクセス改善を図るべく町民

バスを中心とした町内公共交通の利便性が向上するよう積極的に働きかけます。 

（３）一般会計における経費負担の考え方 

   一般会計からの病院会計への経費負担については、「地方公営企業繰出し金につい

て」（総務省自治財政局長通知）」に基づいた繰出項目を基本としていますが、経営の

実態を勘案して以下のとおりの繰出し基準とします。 

 【繰出項目及び繰出基準】 

 

1. 【基準内繰出】  

区     分 趣旨及び基準 

 

（1）病院の建設改良に 
  要する経費 
  
  
  

 建設改良費の 2分の 1及び企業債元利償還金等の 2分の 1 
 ただし、14年度までに着手した事業に係る、企業債元利償還金等に

ついては 3分の 2 
 また、災害関係分については、3分の 3 

（2）リハビリテーション 
  医療に要する経費 
  

リハビリテーション医療の実施に要する経費のうち、これに伴う収
入をもって充てることができないと認められるものに相当する額 

（3）小児医療に要する 
  経費 
  

 小児医療の実施に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充て
ることができないと認められるものに相当する額 

（4）救急医療の確保に 
  要する経費 

 医師等の待機及び空床の確保等救急医療の確保に必要な経費に相
当する額 

（5）高度医療に要する 
  経費 
  

 高度な医療の実施に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充
てることができないと認められるものに相当する額に相当する額 

（6）保健衛生行政事務 
  に要する経費 
  

 集団検診、医療相談等に要する経費のうち、これに伴う収入をもっ
て充てることができないと認められるものに相当する額 



 

（7）不採算地区病院の 
  運営に要する経費 
  

 不採算地区病院の運営に要する経費のうち、これに伴う収入をもっ
て充てることができないと認められるものに相当する額 

（8）医師及び看護師等 
  の研究研修に要する 
  経費 

 研究研修に要する経費の 2分の 1 
  
  

（9）経営健全化対策に 
  要する経費 
  

 不良債務を解消するために、一般会計から繰入れることを認められ
た額の範囲内 

  

（10）追加費用の負担 
  に要する経費 

 病院事業会計に係る追加費用の負担額の一部 
  

（11）基礎年金拠出金 
  に係る公的負担に要 
  する経費 

 病院事業の職員の基礎年金拠出金に係る公的負担額 
  

（12）児童手当に要する 
   経費 

 病院事業の職員に係る児童手当法に規定する児童手当に要する経
費 

    

2. 【基準外繰出】  

区     分 趣旨及び基準 

（1）医師対策に要する 
  経費  医師対策として実施する医師の募集及び斡旋委託に要する額 

（2）訪問看護ステー 
  ションの運営に要す 
  る経費 

 訪問看護に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充てること
ができないと認められるものに相当する額 

（3）居宅介護支援 
  事業に要する経費 
  

 居宅介護支援に要する経費のうち、これに伴う収入をもって充てる
ことができないと認められるものに相当する額 

（4）老人保健施設 
  経営健全化対策に 
  要する経費 

 不良債務を解消するために、一般会計から繰入れることを認められ
た額の範囲内 

  

（5）訪問看護ステー 
  ション経営健全化 
  対策に要する経費 

 不良債務を解消するために、一般会計から繰入れることを認められ
た額の範囲内 

  

 

（４）経営効率化に係る計画  ※ P10 収支計画参照 

   現状の財務内容を踏まえつつ、改革プラン対象期間末時点における目標数値を次の

とおり設定します。 

① 経常収支比率 

  病院が安定した経営を行うための財政基盤を確保するためには、適正な負担区分を

前提として、この比率が１００％以上であることが望ましいことから、早期に内科医

の常勤を 1 名確保するとともに、整形外科医の常勤化を図り、医業収益及び医業外収



 

益の改善とともに、医業費用を削減し、平成２４年度には１００％以上（黒字化）を

目指します。 

② 職員給与費比率 

病院の職員数等が適切か否かを判断する指標で、職員給与費をいかに適切なものとす

るかが病院経営の重要なポイントとなることから、退職者の補充抑制、他部門への配置

転換を含め、比率の改善を図ります。（平成２３年度７２％目標。） 

③ 病床利用率 

病院の施設が有効に活用されているかどうか判断する指標ですが、現在許可病床数と

運用病床数との差異により低位となっています。今後は、再編・ネットワーク化に係る

計画などを考慮しつつ、許可病床数の見直しを含めて検討することによって、比率の改

善を目指します。（平成２３年度４５％目標。） 

（５）公立病院としての医療機能に係る数値目標 

① 平均入院患者数 

１日平均入院患者数は、低位で推移していますが現行の５５床運用における目標とし

て平成２３年度には４９．５人／日を目標とする。 

【推移】                         （単位：人） 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 

83.9 78.8 56.9 44.6 48.5 50.9 

【目標】 

２１年度 ２２年度 ２３年度 

47.3 48.4 49.5 

 

② 介護老人保健施設 

施設規模が８０床の介護老人保健施設については、平成２０年度において開設以来最

も多い入所者数（延べ７４.６人／日）となりました。今後は、実績を維持しつつ更な

る入所者の増加を目指します。（平成２３年度目標：７５.５人／日） 

【推移】 

１５年度 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度 

65.1 72.3 69.4 67.8 70.1 74.6 

【目標】 

２１年度 ２２年度 ２３年度 

75.0 75.5 75.5 

 

（６）経営効率化に係る計画 

数値目標達成に向けての具体的な取組 

・ 民間的経営手法の導入 



 

   清掃業務、給食業務、検査業務の一部等については、既に民間委託を行ってい

ますが、さらにＰＤＣＡサイクルの過程での民間的経営手法導入について、先進

事例（成功事例）などをもとに情報収集及び研究します。 

・ 事業規模、形態の見直し 

   事業規模については、今後、地域において浜坂病院の担うべき役割の方向性を

見極めるとともに財政状況を勘案の上、必要に応じて許可病床数の削減について

検討していきます。 

   また、経営形態の見直しについては、今後の事業運営を予測しつつ、メリット

あるいはデメリットを確認しながら、様々な可能性の選択肢をもって検討するこ

ととします。 

・ 経費削減、抑制対策（△１５９百万円 ※補償金免除繰上償還効果額含まず。） 

①人事配置の見直し‥現在の運営状況を勘案し、看護師等を病院附帯事業や他

部署へ配置転換することにより、適正規模の職員配置と

します。また、各部署ごとのスタッフが相互に連携をと

るなど機能強化を図ります。 

②退職者の原則不補充‥今後の業務量に見合った職員数の適正化を図ります。 

③競争の強化   ‥随意契約の見直しと共に、可能なものは長期継続契約によ

る経費の削減を検討します。 

④補償金免除繰上償還‥補償金免除繰上償還による支払利息の軽減を図ります。 

【効果額】                  （金額単位：円） 

２１年度 ２２年度 ２３年度 合計 

15,180,188 15,180,188 15,180,186 45,540,562 

       ⑤後発医薬品の積極的活用 

   ⑥在庫数量の適正管理 

・ 収入増加、確保対策（１４０百万円） 

病院事業と附帯事業（介護老人保健、訪問看護、居宅支援）が相互に連携するこ

とにより、高齢化の進む地域で求められる医療福祉ニーズに対応するなど相乗効果

を発揮し、収入増加を図ります。 

①病院の入院・外来の増‥地域連携強化による紹介患者数の増加 

 看護基準 13対１取得による入院基本料収入の増加 

                 薬剤管理指導業務拡大による収入の増加 

      ②介護老人保健施設の収入増加‥ 

 理学療法士増員による個別リハビリ加算 

 短期集中リハビリ加算取得による収入の増加 

     ③訪問看護、居宅支援の利用増‥ 

 相互が連携することにより、利用者の拡大を図る。 



 

     ④その他‥       一般会計からの繰入基準の見直し 

 点検強化による診療報酬請求漏れ防止 

 診療報酬改定に対する迅速な対応 

（６）再編・ネットワーク化 

   但馬の医療圏域においては、平成１９年２月にまとめられた報告書によれば、基本

的方向性として次のとおり示しています。 

① 但馬全体の医療を急性期と慢性期の対応に分けて再編する。 

② 医師を集約することにより、新たな体制を構築する。 

③ 慢性期医療を担う病院は、既に担っている特殊要素を考慮して規模を定める。 

④ 慢性期医療を担う病院の外来機能の充実を図る。 

⑤ 但馬北西部の鳥取県境地区については、鳥取県立中央病院等への県外搬送の状況も

考慮する必要がある。 

⑥ 小児科、産科も②,③に伴い、集約化を行う。 

⑦ 療養病床の整理を行う。 

 

さらに、再編の考え方の中で、浜坂病院は５０床程度運用を原則とし、慢性期医療

を担当するとしています。したがって、地域内の救急医療を行うと共に各病院との連

携を強化し、急性期を脱した患者を大規模病院から引継ぎ、その後の医療を行います。 

（７）経営形態見直し 

    浜坂病院の現在の経営形態は、地方公営企業法の規定のうち財務規定のみ適用し

ていますが、今後においては現状維持を含めて、様々な選択肢をもって検討するこ

ととします。 

    なお、いずれの形態によるとしても、経営形態の見直しが所期の効果をあげるた

めには、人事・予算等に係る実質的な権限が新たな経営責任者に付与され、経営責

任者において自律的な意思決定が行われる一方で、その結果に関する評価及び責任

は経営責任者に帰することとするなど、経営に関する権限と責任が明確に一体化す

る運用が担保される必要があります。 

    したがって、医師・住民などを含む検討委員会において様々な角度から検討し、

平成２４年度には一定の方向性を結論付けることとします。 

（８）点検・評価・公表等 

    改革プランの点検・評価については、病院経営健全化に関する委員会で毎年７月

頃に進捗状況の点検、評価を実施し、目標が達成できなかった場合の原因を明らか

にすると共に今後の改革について意見を聴取し、さらに９月定例議会において関係

常任委員会への報告を行うものとします。 

    また、改革プランの進捗及び達成状況については、町ホームページ等を通じて公

表することとします。 



(経営改善前） 団体名
（病院名）

公立浜坂病院

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 667 687 690 690 690 690

(1) 610 622 624 624 624 624

(2) 57 65 66 66 66 66

28 34 35 35 35 35

２. 481 494 477 477 476 475

(1) 95 87 66 65 65 64

(2) 1

(3) 385 407 411 412 411 411

(A) 1148 1181 1167 1167 1166 1165

１. ｂ 917 910 911 905 897 894

(1) ｃ 578 564 568 568 568 568

(2) 120 126 122 122 122 122

(3) 171 172 180 180 180 180

(4) 46 43 38 32 24 21

(5) 2 5 3 3 3 3

２. 471 476 447 444 442 440

(1) 48 43 13 12 11 10

(2) 423 433 434 432 431 430

(B) 1388 1386 1358 1349 1339 1334

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) -240 -205 -191 -182 -173 -169

１. (D) 50 50 50 50 50 50

２. (E) 0 0 0 0 0 0

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 50 50 50 50 50 50

-190 -155 -141 -132 -123 -119

(G) 2779 2934 3075 3207 3330 3449

(ｱ) 400 443 443 443 443 443

(ｲ) 392 503 564 623 682 740

　 340 450 511 570 629 687

(ｳ)

(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

44.1

17.5

75.7

82.3

121

121

85.9

60

85.2

17.5

82.7

 

72.7

86.7

 

病 床 利 用 率 40.5 44.1 44.1 44.1

資 金 不 足 比 率 ×100

職員給与費対医業収益比率 ×100

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H)

経 常 収 支 比 率 ×100

不 良 債 務 比 率 ×100

医 業 収 支 比 率 ×100

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(ｴ)

差引
不 良 債 務

(ｵ)
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

又 は 未 発 行 の 額

純 損 益 (C)＋(F)

累 積 欠 損 金

不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

流 動 負 債

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

そ の 他

経 常 収 益

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

22年度18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 23年度

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

21年度

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

8.7

44.1

8.7

75.5

82.1

60

180 239 297

26.1 34.6 43.0

76.2 76.9 77.2

82.3 82.3 82.3

180 239 297

86.5 87.1 87.3

26.1 34.6 43.0



団体名
（病院名）

公立浜坂病院

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 398

２. 104 104 112 112 107 108

３.

４. 61 65 76 84 84 93

５.

６.

７.

(a) 165 567 188 196 191 201

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 165 567 188 196 191 201

１. 3 5

２. 146 539 151 149 141 142

３. 22 28 34 42 50 59

４.

(B) 168 567 188 196 191 201

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 3      

１. 3

２.

３.

４.

(D) 3

補てん財源不足額　(C)－(D) (E)

(E)－(F)

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(        66) （　  　 67） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70）

211 209 192 191 189 187

（　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　）

104 104 112 112 107 108

(        66) （　  　 67） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70）

315 313 304 303 296 295

（注）
1
2 　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り

入れられる繰入金以外の繰入金をいうものであること。

合　　　計

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。

(単位：百万円）

22年度 23年度18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(F)

又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額
う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

20年度（見込）

そ の 他

収 入 計

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

企 業 債

他 会 計 出 資 金

23年度18年度(実績) 19年度（実績） 21年度 22年度



(経営改善後） 団体名
（病院名）

公立浜坂病院

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ 667 687 655 623 667 676

(1) 610 622 589 557 594 603

(2) 57 65 66 66 73 73

28 34 35 35 42 42

２. 481 494 494 512 589 589

(1) 95 87 66 65 130 129

(2) 1

(3) 385 407 428 447 459 460

(A) 1148 1181 1149 1135 1256 1265

１. ｂ 917 910 922 818 812 801

(1) ｃ 578 564 590 500 497 487

(2) 120 126 112 103 108 110

(3) 171 172 179 180 180 180

(4) 46 43 38 32 24 21

(5) 2 5 3 3 3 3

２. 471 476 441 473 478 476

(1) 48 43 13 12 11 10

(2) 423 433 428 461 467 466

(B) 1388 1386 1363 1291 1290 1277

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) -240 -205 -214 -156 -34 -12

１. (D) 50 50 50 50 50 50

２. (E) 0 0 0 0 0 0

特　別　損　益　(D)－(E) (F) 50 50 50 50 50 50

-190 -155 -164 -106 16 38

(G) 2779 2934 3098 3204 3188 3150

(ｱ) 400 443 480 479 488 491

(ｲ) 392 503 624 656 585 489

　 340 450 580 612 541 444

(ｳ)

（※） 60 84 33 ▲ 80 ▲ 97
(Ａ)
（Ｂ）
(ｵ)
ａ
ａ
ｂ
(c)
（a）

(H)
ａ

病 床 利 用 率 40.5 44.1 46.2 43.0 44.0 45.0

地方公共団体の財政の健全化に関する法律上の
資金不足比率

97

地方財政法上の資金不足の割
合

×100 8.7 22.0 28.4 14.5

地方財政法施行令第19条第１項
により算定した資金の不足額 (H) 60 144 177

82.1 84.4

職員給与費対医業収益比率 ×100 86.7 82.1 90.1 80.3 74.5 72.0

医 業 収 支 比 率 ×100 72.7 75.5 71.0 76.2

97.4 99.1

不 良 債 務 比 率 ×100 8.7 22.0 28.4 14.5

97
｛ ( ｲ )-( ｴ ) ｝ -{( ｱ )-( ｳ )}

単 年 度 資 金 不 足 額

経 常 収 支 比 率 ×100 82.7 85.2 84.3 87.9

不 良 債 務
(ｵ)  60 144 177

累 積 欠 損 金

不
 

良
 

債
 

務

流 動 資 産

流 動 負 債

う ち 一 時 借 入 金

翌 年 度 繰 越 財 源

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(ｴ)

又 は 未 発 行 の 額

差引

経 常 費 用

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

純 損 益 (C)＋(F)

支
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

支 払 利 息

そ の 他

収
 
 
 
 
 
 
 
 

入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う ち 他 会 計 負 担 金

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

そ の 他

経 常 収 益

18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度 22年度 23年度



団体名
（病院名）

公立浜坂病院

２．収支計画（資本的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. 398

２. 104 104 112 112 107 108

３.

４. 61 65 76 84 84 93

５.

６.

７.

(a) 165 567 188 196 191 201

(c)

純計(a)－{(b)＋(c)} (A) 165 567 188 196 191 201

１. 3 5

２. 146 539 151 149 141 142

３. 22 28 34 42 50 59

４.

(B) 168 567 188 196 191 201

差　引　不　足　額　(B)－(A) (C) 3      

１. 3

２.

３.

４.

(D) 3

補てん財源不足額　(C)－(D) (E)

(E)－(F)

３．一般会計等からの繰入金の見通し

(        66) （　  　 67） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70）

211 209 192 191 261 259

（　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　） （　  　　　）

104 104 112 112 107 108

(        66) （　  　 67） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70） （　  　 70）

315 313 304 303 368 367

（注）
1
2 　「基準外繰入金」とは、「地方公営企業繰出金について」（総務省自治財政局長通知）に基づき他会計から公営企業会計へ繰り

入れられる繰入金以外の繰入金をいうものであること。

収 益 的 収 支

資 本 的 収 支

合　　　計

　（　）内はうち基準外繰入金額を記入すること。

(単位：百万円）

18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度 22年度 23年度

当 年 度 同 意 等 債 で 未 借 入
(F)

又 は 未 発 行 の 額

実 質 財 源 不 足 額

1．複数の病院を有する事業にあっては、合計表のほか、別途、病院ごとの計画を作成すること。
2．金額の単位は適宜変更することも可能。（例）千円単位。

補
て
ん
財
源

損 益 勘 定 留 保 資 金

利 益 剰 余 金 処 分 額

繰 越 工 事 資 金

そ の 他

計

(b)
支 出 の 財 源 充 当 額
前年度許可債で当年度借入分

支
　
　
出

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

他 会 計 長 期 借 入 金 返 還 金

そ の 他

支 出 計

収
　
　
　
　
　
　
入

そ の 他

収 入 計

企 業 債

他 会 計 出 資 金

他 会 計 負 担 金

他 会 計 借 入 金

う ち 翌 年 度 へ 繰 り 越 さ れ る

18年度(実績) 19年度（実績）20年度（見込） 21年度 22年度 23年度

他 会 計 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金



（改善による費目別増減）（１９年度比較）

１．収支計画　（収益的収支） (単位：百万円、％)

　　 年 度

 区 分

１. ａ -35 -67 -23 -14

(1) -35 -67 -30 -21

(2) 0 0 7 7

0 0 7 7

２. 17 35 113 114

(1) 0 0 65 65

(2)

(3) 17 35 48 49

(A) -18 -32 90 100

１. ｂ 11 -87 -85 -93

(1) ｃ 22 -68 -71 -81

(2) -10 -19 -14 -12

(3) -1 0 0 0

(4)

(5)

２. -6 29 36 36

(1)

(2) -6 29 36 36

(B) 5 -58 -49 -57

経 　常 　損 　益 　(A)－(B) (C) -23 26 139 157

１. (D) +0 +0 +0 +0

２. (E)

特　別　損　益　(D)－(E) (F) +0 +0 +0 +0

-23 +26 +139 +157純 損 益 　　　(C)＋(F)

支 払 利 息

そ の 他

経 常 費 用

特
別
損
益

特 別 利 益

特 別 損 失

支
出

医 業 費 用

職 員 給 与 費

材 料 費

経 費

減 価 償 却 費

そ の 他

医 業 外 費 用

収
入

医 業 収 益

料 金 収 入

そ の 他

う　ち　他　会　計　負　担　金

医 業 外 収 益

他 会 計 負 担 金 ・ 補 助 金

国 ( 県 ) 補 助 金

そ の 他

経 常 収 益

20年度
（見込）

21年度 22年度 23年度



（単位：円、％）

対前年度
伸び率

対前年度
伸び率

対前年度
伸び率

1,712,718,542 1,318,161,887 △ 23.0 1,197,637,031 △ 9.1 1,230,791,714 2.8

1,313,898,393 926,573,941 △ 29.5 819,075,811 △ 11.6 830,638,006 1.4

 1,201,291,010 825,829,943 △ 31.3 666,852,630 △ 19.3 687,057,467 3.0

  702,249,721 523,858,491 △ 25.4 397,720,587 △ 24.1 403,434,591 1.4

  423,306,448 237,862,836 △ 43.8 211,799,915 △ 11.0 218,528,388 3.2

  75,734,841 64,108,616 △ 15.4 57,332,128 △ 10.6 65,094,488 13.5

 112,607,383 100,743,998 △ 10.5 102,223,181 1.5 93,580,539 △ 8.5

  1,182 88 △ 92.6 0 △ 100.0 0 0.0

  26,800,000 26,000,000 △ 3.0 23,228,000 △ 10.7 19,860,000 △ 14.5

  5,945,000 50,000 △ 99.2 888,000 1,676.0 0 △ 100.0

  70,429,000 67,752,000 △ 3.8 72,215,000 6.6 67,396,000 △ 6.7

  9,432,201 6,941,910 △ 26.4 5,892,181 △ 15.1 6,324,539 7.3

 0 0 0.0 50,000,000 100.0 50,000,000 100.0

374,938,007 364,161,421 △ 2.9 344,202,789 △ 5.5 355,153,250 3.2

 350,697,158 338,633,998 △ 3.4 321,906,416 △ 4.9 333,619,715 3.6

 24,240,849 25,527,423 5.3 22,296,373 △ 12.7 21,533,535 △ 3.4

 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

23,882,142 27,426,525 14.8 34,358,431 25.3 26,819,858 △ 21.9

 14,598,895 17,410,497 19.3 18,247,911 4.8 17,495,919 △ 4.1

 9,283,247 10,016,028 7.9 16,110,520 60.8 9,323,939 △ 42.1

 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

－ － － － － 18,180,600 －

 － － － － － 10,418,183 －

 － － － － － 7,762,417 －

 － － － － － 0 －

1,740,144,468 1,547,330,627 △ 11.1 1,388,081,502 △ 10.3 1,386,302,476 △ 0.1

1,346,967,660 1,151,205,164 △ 14.5 977,024,920 △ 15.1 965,715,120 △ 1.2

 1,267,864,281 1,085,532,030 △ 14.4 916,945,425 △ 15.5 910,202,561 △ 0.7

  733,218,657 692,746,800 △ 5.5 577,704,728 △ 16.6 564,387,886 △ 2.3

  286,895,797 143,926,259 △ 49.8 120,463,388 △ 16.3 126,272,894 4.8

  217,097,086 99,723,332 △ 54.1 92,290,827 △ 7.5 99,060,063 7.3

  199,659,786 196,559,453 △ 1.6 171,061,662 △ 13.0 172,225,533 0.7

  44,774,398 48,139,697 7.5 45,617,593 △ 5.2 42,581,462 △ 6.7

  476,061 1,839,352 286.4 242,104 △ 86.8 2,917,932 1,105.2

  2,839,582 2,320,469 △ 18.3 1,855,950 △ 20.0 1,816,854 △ 2.1

 79,035,549 65,649,004 △ 16.9 60,079,495 △ 8.5 55,512,559 △ 7.6

  

  22,799,660 13,913,130 △ 39.0 12,176,893 △ 12.5 12,635,784 3.8

 67,830 24,130 △ 64.4 0 △ 100.0 0 0.0

368,441,381 370,093,724 0.4 377,889,445 2.1 377,531,558 △ 0.1

 339,749,779 343,201,610 1.0 351,924,869 2.5 352,515,166 0.2

 28,691,602 26,892,114 △ 6.3 25,964,576 △ 3.4 25,016,392 △ 3.7

 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

24,735,427 26,031,739 5.2 33,167,137 27.4 27,212,592 △ 18.0

 24,514,784 25,838,984 5.4 32,968,654 27.6 27,021,293 △ 18.0

 220,643 192,755 △ 12.6 198,483 3.0 191,299 △ 3.6

 0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

－ － － － － 15,843,206 －

 － － － － － 15,791,962 －

 － － － － － 51,244 －

 － － － － － 0 －

△ 33,069,267 △ 224,631,223 △ 579.3 △ 157,949,109 29.7 △ 135,077,114 14.5

6,496,626 △ 5,932,303 191.3 △ 33,686,656 △ 467.9 △ 22,378,308 33.6

△ 853,285 1,394,786 △ 263.5 1,191,294 △ 14.6 △ 392,734 △ 133.0

－ － － － － 2,337,394 －

△ 27,425,926 △ 229,168,740 △ 735.6 △ 190,444,471 16.9 △ 155,510,762 18.3

 

介護老人保健施設 当年度純損益

訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 当年度純損益

 3． 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ費用

 1． 事業費用
 2． 事業外費用
 3． 特別損失

当年度純損益合計

 3． 経費
 4． 減価償却費
 5． 資産減耗費
 6． 研究研修費

 
病院 当年度純損益

 1． 病院事業費用
 1． 医業費用

 2． 医業外費用

 　3． 特別損失

 1． 支払利息及び
　　 企業債取扱諸費
 2． 雑損失

 1． 給与費
 2． 材料費
 　 　 うち薬品費

　
 　　 支　出　合　計

 4． 居宅介護支援事業収益
 1． 事業収益
 2． 事業外収益
 3． 特別利益

 2． 事業外収益
 3． 特別利益

 3． 訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ収益
 1． 事業収益
 2． 事業外収益
 3． 特別利益

 3． 特別利益
 2． 介護老人保健施設収益

 1． 事業収益

 3． 県補助金
 4． 負担金交付金
 5． その他医業外収益

 1． 受取利息配当金
 2． 他会計補助金

  項  目
 　　 収　入　合　計
 1． 病院事業収益

 1． 医業収益

 2． 医業外収益

平成19年度
決算額

年度別　病院事業決算　収益的収支の状況表

 　　　　　　　　年　度

△ 7.4

　( 決算書より )

42,876,775 △ 10.5

 1． 入院収益
 2． 外来収益
 3． その他医業収益

51,735,874 △ 8.0 47,902,602

平成16年度
決算額

平成17年度
決算額

平成18年度
決算額

居宅介護支援事業 当年度純損益

 4． 居宅介護支援事業費用
 1． 事業費用
 2． 事業外費用
 3． 特別損失

56,235,889

 1． 事業費用
 2． 事業外費用
 3． 特別損失

 2． 介護老人保健施設費用



（単位：円、％）

 １．企業債 39,000,000 0 0 398,200,000

 ２．他会計出資金 97,955,000 92,597,010 104,087,655 103,437,031

 ３．他会計借入金 44,000,000 52,000,000 60,900,000 65,300,000

 ４．他会計補助金 0 0 0 0

 ５．国県補助金 0 0 0 0

 ６．工事負担金 0 0 0 0

 ７．固定資産売却代金 0 0 0 0

 ８．その他 0 0 0 0

 　　収入計 (ａ) 180,955,000 144,597,010 164,987,655 566,937,031

 　　うち翌年度へ繰り越される

　　 支出の財源充当額

 　　前年度許可債で今年度借入額 (ｃ) 0 0 0 0

 　　純 計　(ａ)－{（ｂ)－(ｃ）} (Ａ) 180,955,000 144,597,010 164,987,655 566,937,031

 １． 建設改良費 37,163,540 35,760 27,760 402,000

 ２． 企業債償還金 129,551,053 137,260,481 146,033,484 538,447,493

      うち建設改良のための企業債分 129,551,053 137,260,481 146,033,484 538,447,493

   　 うち災害復旧のための企業債分 0 0 0 0

 　　 うち特別債償還元金分 0 0 0 0

 ３． 他会計長期借入金償還金 12,300,000 16,700,000 21,900,000 27,990,000

 ４． 投資 0 0 0 0

 ５． その他 0 0 0 0

 　　 支出計 (Ｂ) 179,014,593 153,996,241 167,961,244 566,839,493

(Ｃ) 0 9,399,231 2,973,589 0

 １． 損益勘定留保資金 9,399,231 2,973,589

 ２． 利益剰余金処分額

 ３． 繰越工事資金

 ４． その他

 　　 計 (Ｄ) 0 9,399,231 2,973,589 0

(Ｅ) 0 0 0 0

(Ｆ)

0 0 0 0

 ( 決算書より )

0 0 0

年度別　病院事業決算　資本的収支の状況表

平成19年度
決算額

0

資
本
的
収
入

平成18年度
決算額

平成17年度
決算額

平成16年度
決算額

資
本
的
支
出

(ｂ)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　度

　項  目

  当年度許可債で未借入又は未発行の額

  実質財源不足額　　　  　(Ｅ)－(Ｆ)

  差引不足額　　　　 　  （Ｂ)－(Ａ）

  ほてん財源不足額　　  　(Ｃ)－(Ｄ)

ほ
て
ん
財
源



(円) 2,359,671,966 2,588,840,706 2,779,285,177

(円) － － －

(円) 254,076,000 250,425,010 315,536,655

156,121,000 157,828,000 211,449,000

0 0 0

97,955,000 92,597,010 104,087,655

0 0 0

　

・病　院

(％)　 97.5 80.5 78.7

(％)　 94.7 76.1 72.7

4月～ 55床
3月～ 70床

40.5

78.8 56.9 44.6

257.5 186.3 152.2

24,429 25,206 24,453

6,764 5,233 5,681

(％） 118.3 115.9 110.2

61.0 83.9 86.6

18.1 12.1 13.8

 3.7 5.8 6.8

9.1 5.5 10.9

52.7 50.9 78.2

97.3 89.1 145.5

※稼動病床数：18/4/1より55床、20/3/1より70床

51.871.6
55床　(81.0)

　 経常収支比率

　 医業収支比率

　 許一般病床利用率
(％)　

 ( 稼一般病床利用率 )

　 薬品使用効率

入　院

外　来

　 患者1日1人当り

　 診療収入（円）

入　院

平成18年度

職員給与費

薬品費

平成16年度 平成17年度

　　　　　　 　 　年  度

  項  目

  特別利益分内
　
訳 資本的

収入分

　 医業収益に

　 占める割合

　　　（％）

　 一般会計繰出金

出 資 金

補 助 金

  経常収益分

外　来

　 一日平均患者数

　　 　（人）

年度別　病院事業決算　経営指標の状況表

全職員

　 病床　(稼動)

　 100床当り

　 職員数　(人)

医　師

   累積欠損額

　 年度末不良債務

看護部門

減価償却費

2,934,795,939

59,521,262

312,656,970

209,219,939

平成19年度

( 決算書より )

75.5

44.1

48.5

153.2

0

103,437,031

0

80.8

114.3

(86.3)

14.4

6.2

8.6

64.3

22,710

5,823

120.0

82.2



　　年度別

 
診療科 　 　 　 　 　

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

16,062 △ 14.3 15,789 △ 1.7 12,533 △ 20.6 10,419 △ 16.9 11,376 9.2

外科 6,701 72.6 7,203 7.5 6,863 △ 4.7 4,821 △ 29.8 3,589 △ 25.6

整形外科 6,060 △ 23.4 5,168 △ 14.7 1,365 △ 73.6 0 △ 100.0 0 0.0

小児科 325 △ 40.3 175 △ 46.2 22 △ 87.4 10 △ 54.5 0 △ 100.0

耳鼻咽喉科 730 107.4 403 △ 44.8 0 △ 100.0 0 0.0 0 0.0

眼科 371 △ 27.4 9 △ 97.6 0 △ 100.0 0 0.0 0 0.0

胃腸科 445 △ 80.0 0 △ 100.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

麻酔科 ― ― ― ― 1,015 100.0 2,800 175.9

計 30,694 △ 10.2 28,747 △ 6.3 20,783 △ 27.7 16,265 △ 21.7 17,765 9.2

1日平均
患者数

83.9 △ 10.4 78.8 △ 6.1 56.9 △ 27.8 44.6 △ 21.6 48.5 8.8

病床利用率 40.5 △ 21.8 44.1 9.0

    年度別

 
診療科 　 　 　 　 　

人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％ 人 ％

16,878 △ 9.7 16,560 △ 1.9 16,021 △ 3.3 15,308 △ 4.5 14,977 △ 2.2

外科 5,310 △ 21.8 7,826 47.4 8,018 2.5 7,386 △ 7.9 6,459 △ 12.6

整形外科 11,078 △ 16.1 10,893 △ 1.7 6,821 △ 37.4 2,738 △ 59.9 4,765 74.0

小児科 6,069 △ 43.6 6,794 11.9 482 △ 92.9 525 8.9 0 △ 100.0

耳鼻咽喉科 7,865 △ 7.6 7,384 △ 6.1 4,448 △ 39.8 4,383 △ 1.5 4,297 △ 2.0

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ
科

6,020 △ 38.9 5,747 △ 4.5 3,652 △ 36.5 3,128 △ 14.3 4,022 28.6

眼科 8,350 0.7 6,593 △ 21.0 6,016 △ 8.8 57 △ 99.1 33 △ 42.1

胃腸科 2,712 △ 21.9 781 △ 71.2 0 △ 100.0 0 0.0 0 0.0

麻酔科  ― ―  ― ―  ― ― 3,758 100.0 2,976 △ 20.8

計 64,282 △ 19.2 62,578 △ 2.7 45,458 △ 27.4 37,283 △ 18.0 37,529 0.7

1日平均
患者数

261.3 △ 19.6 257.5 △ 1.4 186.3 △ 27.7 152.2 △ 18.3 153.2 0.6

内科

17 年度

19 年度

16 年度

対前年度
伸び率

公 立 浜 坂 病 院　　入 院 患 者 数 の 状 況

公 立 浜 坂 病 院　　外 来 患 者 数 の 状 況

19 年度18 年度 対前年度対前年度
伸び率

―

対前年度
伸び率

―

伸び率
対前年度
伸び率

伸び率 伸び率
17 年度 対前年度15 年度

15 年度
伸び率

対前年度

内科

対前年度
伸び率

18 年度
伸び率
対前年度 16 年度 対前年度

76.2 △ 10.5(稼動病床
　 利用率)

 3月～70

床

71.6 △ 6.1 51.8 △ 27.7 (4月～55(55床
   81.0)




